
三鷹市の財政運営の
状況をお知らせします

①地域ケアネットワーク推進事業の充実と発展
②障がい児（者）を在宅で介護する家族の負担軽

減の推進
③介護人財の確保に向けた支援
④子ども・子育て支援事業計画の改定に向けた

ニーズ調査などの実施
⑤私立認可保育園の開設支援
⑥多世代交流センターのリニューアル

民生費 高齢者や障がい者の福祉、
子育て支援などの経費

①コミュニティ・スクールを基盤とした
小・中一貫教育の充実と発展

②学校施設の長寿命化改修工事の計画的
な実施

③大沢の里古民家の開館（写真）
④東部図書館を滞在・交流型施設として

リニューアル
⑤東京2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会に向けた機運醸成

教育費 小・中学校や社会教育、
スポーツ振興に関する経費

①三鷹市ホームページのリニューアル
②『第4次三鷹市基本計画』の第2次改定に向けた準備
③自治体クラウドの導入に向けた取り組み
④市民センター内駐車場などの整備をはじめとした都市再生の推進
⑤コミュニティ創生研究事業の推進

総務費 市役所の運営や文化・コミュニティ振興などの経費

①市道第135号線（三鷹台駅前通り）整備の促進
（写真）

②三鷹駅南口駅前広場などの交通環境の改善
③中原地区における都市型水害対策などの推進
④三鷹台駅前周辺地区のまちづくりの推進
⑤都市計画道路3・4・13号（牟礼）および都市

計画道路3・4・7号（連雀通り）整備の促進

①「ウエルカム ベビー プロジェクト みたか」の推進
②肺がん検診の拡充
③「サステナブル都市三鷹」の実現に向けた研究の推進
④環境センター跡地の暫定利活用に向けた取り組み

●「三鷹版 働き方改革応援プロジェクト」のさ
らなる推進【商工費】

●被災者生活再建支援システムの導入【消防費】

土木費 緑化対策や道路・公園整備
などの経費 衛生費 各種検診や環境対策などの経費

そのほか 産業・商業の振興や
防災対策などの経費

※市民1人当たりの金額は、3月31日現在の人口（187,571人）で割り返した金額です。

市の財産・基金（貯金）・市債（借入金）の状況　（3月31日現在）

795,675.88㎡
（借用物件も含む）

338,881.84㎡
（借用物件も含む）

102台
（借用車も含む）

139億3,637万円 491億938万円土 地 建 物 車 両 基 金 市 債
（市民1人当たり※74,299円） （市民1人当たり※261,818円）

項 目
会計別 予算現額　A 収入済額　B 収入率

B/A×100 支出済額　C 執行率
C/A×100

一般会計 715億 9,972万円 676億 7,238万円 94.5% 614億 2,495万円 85.8%
国民健康保険事業特別会計 177億 1,866万円 168億 2,561万円 95.0% 168億 16万円 94.8%
下水道事業特別会計 42億 9,008万円 31億 7,786万円 74.1% 30億 3,038万円 70.6%
介護サービス事業特別会計 9億 4,168万円 7億 8,560万円 83.4% 9億 2,443万円 98.2%
介護保険事業特別会計 128億 8,134万円 124億 3,099万円 96.5% 115億 2,620万円 89.5%
後期高齢者医療特別会計 41億 9,849万円 41億 1,977万円 98.1% 41億 852万円 97.9%

合　計 1,116億 2,997万円 1,050億 1,221万円 94.1% 978億 1,464万円 87.6%

支出済額
予算残額

金額は各区分（款）別の支出済額
（　）内は、各区分（款）別予算に対する執行率

民生費
324億6,641万円

（89.8%）

総務費
70億8,343万円

（71.5%）

教育費
70億7,142万円

（82.3%）

土木費
43億4,878万円

（81.3%）

公債費
38億5,540万円

（95.6%）

衛生費
33億5,603万円

（83.8%）

そのほか
32億4,348万円

（91.1%）

収入済額
予算残額

金額は各区分（款）別の収入済額
（　）内は、各区分（款）別予算に対する収入率
※市民１人当たりの市税額は、3月31日現在の市税

の現年課税額（380億1,996万円）を人口（187,571
人）で割り返した金額です。

市民1人当たり
の市税額
202,696円※

市税
380億1,996万円

（99.9%）

国庫支出金
103億
9,855万円

（92.2%）

都支出金
80億
2,996万円

（96.0%）

繰越金
18億2,752万円

（100%）

地方消費税
交付金
32億1,143万円

（102.3%）

市債
13億8,940万円

（60.2%）

そのほか
47億9,556万円

（72.2%）

　30年度の国の発表では、「企業部門の改善が家計部門に広がり、経
済の好循環が進展する中で緩やかに回復している」とされています。
市政運営の根幹となる市税収入については、市税全体で前年度を上
回る見込みとなりましたが、その一方で、社会保障関連経費は増加
傾向にあり、依然として厳しい財政状況が続いています。
　こうした状況の中、最重点プロジェクトである「都市再生」「コミュ
ニティ創生」を主要課題とし、そのほか七つの重点プロジェクトを中
心に施策の展開を図りました。

　市では、市民のみなさんからお預かりした税金がどのように使われたのかをお知らせするため、年2回
「財政事情の公表」を行っています。
　今回は、30年度の下半期（30年10月1日～31年3月31日）に実施した主な事業と、3月31日時点におけ
る歳入歳出予算の執行状況などを紹介します。

※30年度の歳入・歳出は、31年4月～令和元年5月の出納
整理期間を経て5月31日に確定しました。確定した内容
は次回（12月）の「財政事情の公表」でお知らせします。

予
算
の
特
色
と
概
要

歳入予算総額
715億9,972万円

総収入済額
676億7,238万円
（収入率94.5%）

歳出予算総額
715億9,972万円

総支出済額
614億2,495万円
（執行率85.8%）

財政課☎内線2124

平成30年度 一般会計歳出の状況と下半期の主な実施事業

平成30年度 歳入歳出予算の各会計別執行状況　（3月31日現在）

平成
30年度 一般会計歳入の状況

平成30年度下半期
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